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３

何
人
（
評
議
員
及
び
債
権
者
を
除
く
。）も
、
社
会
福
祉
法
人
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
社
会
福
祉
法
人
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
こ
れ

を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

定
款
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
の
請
求

二

定
款
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
の
請
求

４

定
款
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
従
た
る
事
務
所
に
お
け
る
第
二
項
第
三
号

及
び
第
四
号
並
び
に
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
請
求
に
応
じ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
を
と
つ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
の
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
主
た
る
事
務
所
及
び
従
た
る
事
務
所
」
と
あ
る
の
は
、「
主
た
る
事
務
所
」
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八

号
）」を
加
え
、「（
贈
与
又
は
遺
贈
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）」及
び「（
財
産
の
帰
属
時
期
）」を
削
り
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
二
百
六
十
四
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）及
び
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
百
六
十
九
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第

二
百
七
十
条
、
第
二
百
七
十
二
条
か
ら
第
二
百
七
十
四
条
ま
で
並
び
に
第
二
百
七
十
七
条
の
規
定
は
、
社
会
福
祉

法
人
の
設
立
の
無
効
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
百
六
十
四
条
第
二
項
第
一

号
中
「
社
員
等
（
社
員
、
評
議
員
、
理
事
、
監
事
又
は
清
算
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ

る
の
は
、「
評
議
員
、
理
事
、
監
事
又
は
清
算
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章
第
三
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
節

機
関

第
六
章
第
三
節
中
第
三
十
六
条
の
前
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
一
款

機
関
の
設
置

第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
機
関
の
設
置
）

第
三
十
六
条

社
会
福
祉
法
人
は
、
評
議
員
、
評
議
員
会
、
理
事
、理
事
会
及
び
監
事
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

社
会
福
祉
法
人
は
、
定
款
の
定
め
に
よ
つ
て
、
会
計
監
査
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
計
監
査
人
の
設
置
義
務
）

第
三
十
七
条

特
定
社
会
福
祉
法
人（
そ
の
事
業
の
規
模
が
政
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る
社
会
福
祉
法
人
を
い
う
。

第
四
十
六
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
会
計
監
査
人
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
二
款

評
議
員
等
の
選
任
及
び
解
任

第
三
十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
社
会
福
祉
法
人
と
評
議
員
等
と
の
関
係
）

第
三
十
八
条

社
会
福
祉
法
人
と
評
議
員
、
役
員
及
び
会
計
監
査
人
と
の
関
係
は
、
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
。

（
評
議
員
の
選
任
）

第
三
十
九
条

評
議
員
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
定
款
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
選
任
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二
か
ら
第
三
十
九
条
の
四
ま
で
を
削
る
。

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
評
議
員
の
資
格
等
）

第
四
十
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

法
人

二

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

三

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
て
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

四

前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

五

第
五
十
六
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
の
解
散
命
令
に
よ
り
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
社
会
福
祉
法
人
の
解

散
当
時
の
役
員

２

評
議
員
は
、
役
員
又
は
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
職
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

評
議
員
の
数
は
、
定
款
で
定
め
た
理
事
の
員
数
を
超
え
る
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

評
議
員
の
う
ち
に
は
、
各
評
議
員
に
つ
い
て
、
そ
の
配
偶
者
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
各
評
議
員
と
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
が
あ
る
者
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

５

評
議
員
の
う
ち
に
は
、
各
役
員
に
つ
い
て
、
そ
の
配
偶
者
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
各
役
員
と
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
が
あ
る
者
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
評
議
員
の
任
期
）

第
四
十
一
条

評
議
員
の
任
期
は
、
選
任
後
四
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時

評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
定
款
に
よ
つ
て
、
そ
の
任
期
を
選
任
後
六
年
以
内
に
終
了
す
る

会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
伸
長
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
定
款
に
よ
つ
て
、
任
期
の
満
了
前
に
退
任
し
た
評
議
員
の
補
欠
と
し
て
選
任
さ
れ
た
評
議
員

の
任
期
を
退
任
し
た
評
議
員
の
任
期
の
満
了
す
る
時
ま
で
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
評
議
員
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
の
措
置
）

第
四
十
二
条

こ
の
法
律
又
は
定
款
で
定
め
た
評
議
員
の
員
数
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ

り
退
任
し
た
評
議
員
は
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
評
議
員
（
次
項
の
一
時
評
議
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）

が
就
任
す
る
ま
で
、
な
お
評
議
員
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
事
務
が
遅
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

所
轄
庁
は
、
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
一
時
評
議
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
選
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
役
員
等
の
選
任
）

第
四
十
三
条

役
員
及
び
会
計
監
査
人
は
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
つ
て
選
任
す
る
。

２

前
項
の
決
議
を
す
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
法
律
又
は
定
款
で
定
め
た

役
員
の
員
数
を
欠
く
こ
と
と
な
る
と
き
に
備
え
て
補
欠
の
役
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
七
十
二
条
、
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
七
十
四
条
の

規
定
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
七
十
二
条
及
び
第
七
十
三
条
第

一
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
項
中
「
監
事
が
」
と
あ
る
の
は
「
監
事
の
過
半
数
を

も
っ
て
」
と
、
同
法
第
七
十
四
条
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ

か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
役
員
の
資
格
等
）

第
四
十
四
条

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
役
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

監
事
は
、
理
事
又
は
当
該
社
会
福
祉
法
人
の
職
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

理
事
は
六
人
以
上
、
監
事
は
二
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

理
事
の
う
ち
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

社
会
福
祉
事
業
の
経
営
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者

二

当
該
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
事
業
の
区
域
に
お
け
る
福
祉
に
関
す
る
実
情
に
通
じ
て
い
る
者

三

当
該
社
会
福
祉
法
人
が
施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
の
管
理
者


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